
訂正とお詫び　5月15日号シリーズ市民の記事で、絵画の所有者が子どもたちの作った冊子を見たことが
                      きっかけとしましたが、所有者は冊子を見ていませんでした。訂正してお詫びいたします。●5月1日の人口／総人口51,370（182）男24,740（101）女26,630（81）世帯数21,404（160）　（　）内は前月比

「
娘
と
一
緒
に
受
賞
で
き
た
こ
と
が
、　

　
　
　
　
　
　
　
何
よ
り
う
れ
し
い
で
す
」

市
民

シリーズ

194

227

紀
州
漁
民
の
奉
納
物

　
市
立
博
物
館
の
７
月
の
休
館
日
は

５
日
、12
日
、20
日
、26
日
で
す
。

わ
に
ぐ
ち

鰐
口
と
棟
札
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PHOTO／第３０回館山市親子写生大会　南房パラダイス賞の山田小百合さんと西岬小学校のみなさん

鉈切神社に奉納されている鰐口

親
子
写
生
大
会

（
主
催
／
市
教
育
委
員
会
、市
青
少

年
相
談
員
連
絡
協
議
会
）今
回
で

30
回
目
を
迎
え
た
春
の
恒
例
行

事
。平
成
10
年
よ
り
、城
山
公
園
か

ら
南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
に
会
場
を
移

し
開
催
。今
年
は
５
月
９
日
に
635

人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。　

入
選
作
品
は
29
日
ま
で
、館
山
駅

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
ま

す
。

入
選
者

南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス
賞
／
山
本
大
樹

（
九
重
小
４
年
）、山
田
小
百
合（
一

般
）

優
秀
賞
／
竹
原
誌
乃（
那
古
幼
稚

園
）、真
田
光
一
朗（
北
条
幼
稚

園
）、佐
藤
友
香（
北
条
小
）、吉
田

ゆ
き
や

汐
里（
富
崎
小
）、山
田
有
輝
也（
那

古
小
）、渡
辺
亮
介（
船
形
小
）、臼

こ
う
た

井
杏
理（
北
条
小
）、佐
野
滉
太（
北

「
４
年
生
の
部
で
、娘
も
佳
作
に
入

選
し
、私
も
こ
ん
な
賞
を
受
賞
で

き
、大
変
う
れ
し
い
で
す
。参
加
し

た
か
い
が
あ
り
ま
し
た
。」山
田
小

百
合
さ
ん

「
絵
が
好
き
で
、１
年
生
の
時
か
ら

毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
が
、賞
を

も
ら
っ
た
の
は
初
め
て
で
う
れ
し

い
で
す
。マ
ー
ラ
イ
オ
ン
が
う
ま

く
描
け
た
の
で
、自
信
が
あ
り
ま

ひ
ろ
き

し
た
。」山
本
大
樹
君

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｌ
Ｅ

条
小
）、原
田
祥
太（
館
山
小
）、櫻

井
温
子（
館
野
小
）、臼
井
里
佳
子

ゆ
ず
か

（
北
条
小
）、　
石
川
由
杜
香（
北
条

ま
さ
た
か

小
）、大
山
将
空（
船
形
小
）、西
川

ゆ

り

あ
つ
こ

優
里（
館
山
小
）、岩
城
淳
子（
一

わ

こ

般
）、渡
辺
和
子（
一
般
）【
敬
称
略
】

ひろき

　　　▲山本大樹君と入選作

▲山田小百合さんの作品

な
た
ぎ
り

 

写
真
は
西
岬
地
区
鉈
切
神
社
に

奉
納
さ
れ
て
い
る
鰐
口
で
す
。江

戸
時
代
前
半
の
元
禄
10
年（
一
六

九
七
）に
、紀
州
か
ら
来
た
漁
民
が

奉
納
し
た
鰐
口
と
し
て
知
ら
れ
、

館
山
市
の
指
定
文
化
財
で
す
。こ

れ
は
紀
伊
半
島
と
房
総
半
島
と
の

江
戸
時
代
の
関
係
を
物
語
る
と
こ

ろ
に
重
要
性
が
あ
り
ま
す
。すは
ら

 

奉
納
し
た
の
は
、紀
州
栖
原
村
か
い
と

(

和
歌
山
県
湯
浅
町
栖
原)

の
垣
内
あ
し
う
ち

太
郎
兵
衛
・
前
田
六
右
衛
門
・
芦
内

わ
に
ぐ
ち

佐
平
次
の
３
人
で
、鰐
口
に
は
網

漁
を
営
ん
で
い
る
こ
と
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
、３
人
は
漁
師
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。        

　

関
西
の
漁
師
は
、江
戸
時
代
の
初

め
頃
か
ら
房
総
沿
海
へ
出
漁
し
て
ほ
し
か

き
て
い
ま
し
た
。鰯
を
獲
り
、干
鰯

し
め
か
す

や
〆
粕
に
し
て
綿
作
り
の
肥
料
に

す
る
た
め
で
す
。大
量
に
必
要
と

さ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、漁
も
大

規
模
な
網
漁
で
し
た
。そ
し
て
加

工
さ
れ
た
鰯
は
漁
師
と
同
郷
の
関

西
商
人
が
持
ち
帰
り
ま
し
た
。　

ま
た
江
戸
が
巨
大
都
市
と
し
て
成

長
し
て
い
く
に
つ
れ
、鮮
魚
の
需

要
も
増
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
れ

を
担
っ
た
の
も
、先
進
的
で
大
規

模
な
網
漁
を
お
こ
な
う
関
西
の
漁

師
と
商
人
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

栖
原
村
の
３
人
は
鉈
切
神
社
の
神

様
に
大
漁
を
願
っ
て
鰐
口
を
奉
納

し
た
わ
け
で
す
が
、そ
の
う
ち
の

１
人
芦
内
佐
平
次
は
、館
山
湾
で

鯛
を
獲
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す 

。

  

西
岬
地
区
香
の
浅
間
神
社
に

残
さ
れ
て
い
る
棟
札
に
は
、元
禄

４
年（
一
六
九
一
）に
神
社
造
営
を

行
な
っ
た
栖
原
村
の
市
兵
衛
と
佐

平
次
の
名
が
あ
り
、肩
書
き
に「
鯛

網
」と
あ
る
の
で
す
。こ
の
２
人
は

元
禄
の
頃
、館
山
湾
で
鯛
を
獲
る

た
め
の
か
つ
ら
網
漁
を
行
な
っ
て

い
た
の
で
す
。　
　
　
　
　
こ
れ

は
岩
礁
に
い
る
鯛
を
追
出
し
て

ひ
き
あ
み

曳
網
で
一
網
打
尽
に
す
る
も
の

で
、関
西
漁
民
の
先
端
漁
法
の
ひ

と
つ
で
す
。岩
礁
が
多
い
香
や
浜

田
周
辺
の
西
岬
の
海
は
こ
の
漁
法

に
適
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
。市
兵

衛
と
佐
平
次
が
香
の
神
社
を
造
営

し
た
の
は
、香
の
浜
に
納
屋
を
建

て
網
干
場
を
借
り
て
い
た
か
ら

で
、香
を
網
漁
の
基
地
に
し
て
い

た
た
め
で
す
。し
か
し
神
へ
の
祈

り
も
か
な
わ
ず
、元
禄
末
に
続
い

て
い
た
不
漁
の
た
め
佐
平
次
た
ち

は
館
山
湾
か
ら
撤
退
し
ま
し
た
。

 

そ
の
ほ
か
の
漁
師
た
ち
も
元
禄

16
年（
一
七
〇
三
）の
大
地
震
に

よ
っ
て
、漁
船
漁
具
な
ど
の
資
本

に
大
打
撃
を
う
け
た
の
を
境
に
房

総
へ
の
出
漁
を
や
め
て
い
き
ま
し

た
。か
わ
っ
て
関
西
の
漁
法
を
学

ん
だ
地
元
漁
師
の
手
へ
と
漁
業
の

主
体
が
移
り
、こ
の
後
地
元
漁
業

が
盛
ん
に
な
る
の
で
す
。

 

香
を
基
地
に
し
た
網
漁
の
権
利

は
、香
に
住
み
着
い
た
紀
州
出
身

の
ふ
た
り
の
漁
師
が
受
け
継
ぎ
ま

し
た
。関
西
漁
民
の
房
総
出
漁
を

き
っ
か
け
に
、房
総
の
漁
業
は
大

発
展
を
と
げ
ま
し
た
が
、房
総
各

地
に
関
西
の
人
々
が
移
住
す
る
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。残
さ
れ
て

い
た
奉
納
物
は
、２
つ
の
半
島
が

海
の
道
で
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
を

教
え
く
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
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超
高
速
船
で
行
く
南
房
総
と
伊
豆
の
旅

市
で
は
国
土
交
通
省
関
東
運
輸
局
と
共
同
で
、館
山
と
伊
豆
を
結

ぶ
海
上
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
た
め
、７
月
２
日（
金
）〜
４
日（
日
）

の
３
日
間
、静
岡
県
下
田
港
と
館
山
港
の
間
で
超
高
速
船（
ジ
ェ
ッ
ト

フ
ォ
イ
ル
）を
使
用
し
た
モ
ニ
タ
ー
運
航
を
実
施
し
ま
す
。

問
合
せ
／
海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
�
22
―
３
６
０
６
）

　ジェットフォイル　　　　　　
　　～揺れが少なく快適な船旅～
　

７
月
に
モ
ニ
タ
ー
運
航
を
実
施

房
総
半
島
の
先
端
に
位
置
し
、

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
本
市
は
、

多
目
的
観
光
桟
橋
や
北
条
海
岸
の

ビ
ー
チ
利
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
な

ど
、館
山
港
を
中
心
と
し
た
海
辺

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。そ
の
中
で
、観
光
客
や
地
域

住
民
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、新
た
な
商
圏
を
拡

大
し
、宿
泊
を
含
め
た
観
光
客
の

増
加
に
つ
な
げ
る
た
め
、海
上
交

こ
う
し
た
結
果
を
踏
ま
え
、今

回
、異
な
る
魅
力
を
持
つ
両
地
域

を
東
海
汽
船
㈱
が
運
航
す
る

ジ
ェ
ッ
ト
フ
ォ
イ
ル（
旅
客
定
員

266
名
）で
試
験
的
に
結
び
、今
後
の

利
用
促
進
策
や
定
期
運
航
の
可
能

性
を
探
る「
モ
ニ
タ
ー
運
航
」を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。「
モ

ニ
タ
ー
運
航
」で
は
、東
京（
竹
芝
）

と
南
房
総
、伊
豆
を
結
ぶ
周
遊

コ
ー
ス
を
設
定
し
、両
地
域
の
道

路
渋
滞
の
緩
和
や
環
境
負
荷
の
低

減
に
つ
な
が
る
よ
う
、「
旅
客
船
」

と
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
機
関

を
使
っ
た
旅
行
を
提
案
し
ま
す
。

通
ル
ー
ト
の
開
設
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

今
回
、海
上
ル
ー
ト
開
設
に
向

け
た
社
会
実
験
は
、平
成
15
年
度

か
ら
２
ヶ
年
を
か
け
て
実
施
す

る
、公
共
交
通
活
性
化
総
合
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
で
す
。昨
年
度

に
、自
治
体
、観
光
協
会
な
ど
関

係
団
体
や
交
通
事
業
者
等
か
ら
な

る「
房
総
半
島
と
伊
豆
半
島
を
結

ぶ
海
上
ル
ー
ト
開
設
の
た
め
の
検

討
会
」を
設
立
し
、観
光
や
港
湾

事
情
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、房

総
側
及
び
伊
豆
側
そ
れ
ぞ
れ
で
200

人
ず
つ
に
対
し
て
、宿
泊
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。そ
の

結
果
、「
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設

に
つ
い
て
は
伊
豆
側
が
整
っ
て
い

る
が
、利
用
料
金
は
南
房
総
側
が

安
い
」「
南
房
総
は
交
通
機
関
の

乗
り
継
ぎ
が
悪
く
、遠
い
印
象
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲下田港のペリー像

　
①
投
票
日
当
日
の
投
票
の
よ
う

に
、自
分
で
投
票
用
紙
を
投
票
箱

に
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。。。。。

　
②
告
示（
公
示
）日
の
投
票
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
③
投
票
会
場
が
変
更
に
な
り
ま

す
。

　　
指
定
病
院
な
ど
で
行
な
う
投

票
、出
張
な
ど
に
よ
り
滞
在
地
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
行
う
投
票

は
、従
来
ど
お
り
の
不
在
者
投
票

と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
不
在
者
投
票
は
、

市
役
所
本
館
２
階
で
投
票
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、期
日
前
投
票
制

度
で
は
、投
票
箱
を
投
票
所
の
外

へ
持
ち
出
せ
な
い
な
ど
の
理
由
か

ら
、必
ず
投
票
所
で
投
票
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。こ

の
た
め
、今
夏
施
行
予
定
の
参
議

院
議
員
選
挙
で
は
、市
役
所
４
号

館（
旧
市
民
セ
ン
タ
ー
）駐
車
場

に
投
票
所
を
設
置
す
る
予
定
で

す
。

○風しんとは○風しんとは○風しんとは○風しんとは○風しんとは
　風しんウイルスによる感染症で、14～21日の潜伏期間の後、発熱とともに全身に発疹が
あらわれます。通常３日程度で消え、麻しん（はしか）のように発疹のあとが長く残ること
はありません。大人は子どもより重症になる場合が多くみられます。今年、東京都や埼玉県
などで患者の報告が増加しています。風しんは通常、冬～初夏に多く発生します。
○風しんが怖いのは～先天性風しん症候群○風しんが怖いのは～先天性風しん症候群○風しんが怖いのは～先天性風しん症候群○風しんが怖いのは～先天性風しん症候群○風しんが怖いのは～先天性風しん症候群
　妊娠初期の女性が風しんにかかると、出生児が先天性風しん症候群になることがありま
す。白内障、先天性の心臓病、難聴などを発生します。先天性風しん症候群に対する治療方法はありませんので、
妊娠の予定がある女性は、予防接種により、ワクチンでの免疫をつくることが重要です。
○接種上の注意○接種上の注意○接種上の注意○接種上の注意○接種上の注意
　風しんにかかった記憶はあいまいなことが多く、流行時に明らかにかかった人以外はワクチン接種をおすすめ
します。風しんのワクチンは、免疫がある人がまた接種したとしても体に影響はありません。満１歳から７歳５
カ月のお子さんも、定期接種としてうけられます。大人の人はかかりつけの医療機関にご相談ください。なお予
防接種する時は妊娠していないこと、接種後２か月は確実に避妊をすることが必要です。
　問合せ／健康管理課（�23-3113）

    

公
職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
、不
在
者
投
票
制
度
の
う
ち
、

名
簿
登
録
地
の
市
町
村
で
行
う
投

票
が「
期
日
前
投
票
制
度
」に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、選
挙
資
格
の
判

断
日
が
、従
来
の
選
挙
期
日
か
ら

投
票
を
行
っ
た
日
に
改
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
問
合
せ
／
選
挙
管
理
委
員
会

（
�
22
―
３
５
２
３
）

　

不在者投票との違い　手続きが簡素化され、スムーズに投票できます。

※期日前投票制度でも従来どおり、宣誓書の記入は必要です。

 「ジェットフォイル」は43ノット（時速80Km）の速度で、
波高3.5ｍの荒海でも安定した航走ができます。欠航が少
ない船で、不快な揺れをほとんど感じません。

　ツアーでは下田港到着後、貸切バスで石廊崎灯台

や堂ヶ島など南伊豆の名所をまわります。下田温泉に宿泊

し、翌日は自由行動。

所要時間／館山～下田間　1時間30分

旅行期間／①班　7月2日（金）10：45発～3日（土）14：15着

　　　　　②班　7月3日（土）10：45発～4日（日）14：15着

旅行代金／①班　大人21,000円　小人16,000円

　　　　　②班　大人24,000円　小人19,000円

募集人員／各班200名

申込締切／各班とも6月18日（金）まで必着

（満員になり次第締切）

申込・問合せ／近畿日本ツーリスト千葉支店または

　　　　　　　指定販売店（�043－227－9451）

企画／館山市

協力／国土交通省関東運輸局海事振興部

　　　下田市

　▲東京～館山～下田間航路イメージ

　保健センターは地域の皆さんの保健室。市民の健康
を保健師、管理栄養士が応援しています。
　今号より、健康についてお知らせする「健康耳より
情報」のコーナーを設けました。

風しん流行の兆し！
　感染に注意を！！

モニターツアーのご案内

　
館
山
市
の
期
日
前
投
票
所

市
役
所
４
号
館（
旧
市
民
セ
ン

タ
ー
）駐
車
場
に
設
置

期
日
前
投
票
制
度
の

変
更
点

海
辺
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

に
モ
ニ
タ
ー
運
航

期
日
前
投
票
制
度

は
じ
ま
る

7/2
～4

健康耳より情報



　
先
の
大
戦
で
、戦
地
な
ど
に
派

遣
さ
れ
、戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ

れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
、旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
う

ち
、慰
労
給
付
金
の
対
象
に
な
ら

な
い
人
に
対
し
て
、内
閣
総
理
大

臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す
。

　
請
求
書
は
市
社
会
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
。

　
問
合
せ
・
請
求
書
の
送
付
／
総

務
省
大
臣
官
房
管
理
室
業
務
担
当

（
�
03
―
５
２
５
３
―
５
１
８
２
）

４５ だん暖たてやま 平成16年６月１日

せら知お
　
市
民
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
対
し
て
、活
動
費
の
一
部

を
補
助
す
る「
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
活
動
支
援
事
業
」の
応
募
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、自
主
的
に
地
域

活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域
の

環
境
保
全
、伝
統
文
化
の
継
承
な

ど
を
行
う
市
民
団
体
の
活
動
を
支

援
す
る
こ
と
で
、市
の
発
展
と
活

性
化
を
図
り
、個
性
豊
か
な「
ふ
る

さ
と
館
山
」を
創
出
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

　
対
象
事
業
／
特
色
あ
る
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
調
査
・
研
究
、実
践

な
ど（
既
に
市
の
補
助
を
受
け
た

事
業
と
同
内
容
は
除
く
）

　
対
象
団
体
／
ま
ち
づ
く
り
の
新

た
な
事
業
を
計
画
・
実
施
す
る
団

体
で
、次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
団
体
①
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
実

践
、計
画
し
て
い
る
５
人
以
上
の

　
館
山
市
商
店
会
連
合
会
で
は
、

６
月
15
日
か
ら
７
月
５
日
ま
で
、

連
合
会
に
加
盟
し
て
い
る
９
商
業

会
、約
400
の
事
業
所
で「
た
て
や
ま

団
体
、②
主
に
市
内
在
住
者
で
構

成
し
、ま
ち
づ
く
り
に
意
欲
の
あ

る
団
体
、③
お
お
む
ね
３
年
以
上

継
続
し
て
事
業
を
実
施
す
る
団
体

　
対
象
経
費
／
①
活
動
を
推
進
す

る
う
え
で
、必
要
な
視
察
に
要
す

る
費
用
、②
指
導
・
助
言
な
ど
の
た

め
の
講
師
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
依

頼
す
る
費
用
、③
そ
の
他
実
践
活

動
に
必
要
な
経
費

　
補
助
率
・
限
度
額
／
１
団
体
10

万
円
を
上
限
に
事
業
費
の
２
分
の

１
以
内（
１
年
限
り
）

　
申
込
み
／
６
月
27
日（
金
）ま
で

に
、所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、企
画
課
に
提
出
。書

類
審
査
、選
考
会
な
ど
で
、交
付
団

体
と
補
助
額
を
決
定
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課
企
画
調
整
係

（
�
22
―
３
１
６
３
）

　エスペランサ館山（フラメンコを応援する会）では、
フラメンコを親子で楽しんでもらうよう親子フラメン
コ教室を開催します。

日　　時／６月19日（土）、27日（日）、７月10日（土）、
　　　　　25日（日）、時間はいずれも午後２時から午
　　　　　後３時まで
場　　所／北条小学校プレイルーム
対　　象／幼稚園・保育園児から小学生
定　　員／親子など20組
受 講 料／無料
講　　師／全国学生フラメンコ連盟のＯＧ、市民サー
　　　　　クルヒラソル
服装　靴／子どもは普段着で上靴、お母さんはＴシャ
　　　　　ツ、フレアスカート（Ｇパン可、タイトス　
　　　　　カート不可）でスニーカー、お父さんはＴ　
　　　　　シャツ、Ｇパンでスニーカー
申込方法／ハガキ、ファックス、Ｅメールのいずれか　
　　　　　で、①代表者の氏名、住所、電話番号、②参加
　　　　　希望者全員の氏名、年齢（学年）、性別を記入
　　　　　し、申込先まで。
申 込 先／〒294－0047 館山市八幡821
　　　　　館山商工会議所内エスペランサ館山事務局
　　　　　（FAX23－4011、
　　　　　　Eメール esperanz@awa.or.jp）
締　　切／６月14日（月）必着
問 合 せ／エスペランサ館山 三平
              （�090－2755―4032）

　婦人バレーボール大会の参加チームを募集します。

大会日時／６月20日（日）開会式午前９時
大会場所／県立館山運動公園体育館
参加資格／選手は市民または市内に勤務する既婚の女
　　　　　性。ただし30歳以上は独身者可。スポーツ傷
　　　　　害保険に加入していること。
競技規則／大会競技規則による。選手登録15人以内。
参 加 費／１チーム２千円
締　　切／６月９日（水）
※６月11日（金）午後６時30分から市役所４号館で主
将会議を開催します。
問合せ・申込先／〒294－8601スポーツ課
　　　　　　　　　（�22－3696）

　
歯
や
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と

は
、食
事
や
会
話
を
楽
し
む
な
ど
、

日
常
生
活
の
基
礎
と
な
る
も
の
で

す
。

　
県
で
は
、６
月
４
日
か
ら
６
月

10
日
を
、口
腔
保
健
週
間（
歯
の
衛

生
週
間
）と
し
て
、普
及
啓
発
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上

の
歯
を
保
つ（
８
０
２
０
）を
目
指

し
、フ
ッ
化
物
歯
面
塗
布
や
フ
ッ

化
物
入
り
歯
み
が
き
剤
の
使
用
、

デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ

な
ど
の
歯
間
部
清
掃
用
器
具
を
使

用
し
て
歯
と
歯
ぐ
き
の
手
入
れ
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、か
か
り
つ
け
歯
科
医
を

持
ち
、定
期
的
に
歯
科
健
診
や
歯

石
除
去
を
受
け
る
よ
う
勧
め
て
い

ま
す
。

　
問
合
せ
／
健
康
管
理
課（
�
23

　
君
津
児
童
相
談
所
で
は
、出
張

相
談（
子
ど
も
相
談
）を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
14
日
、７
月
12

日
、９
月
13
日
、10
月
18
日
、11
月

８
日
、12
月
13
日
、１
月
17
日
、２

月
14
日
、３
月
14
日
、い
ず
れ
も

時
間
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で

　
場
所
／
安
房
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー（
旧
安
房
保
健
所
）

　
相
談
内
容
／
不
登
校
、非
行
、性

格
行
動
、し
つ
け
、養
護
相
談

　
相
談
対
象
／
保
護
者
、学
校
、関

係
機
関
な
ど

　
対
応
者
／
児
童
福
祉
司
、心
理

判
定
員
、児
童
相
談
員

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
君
津
児
童

相
談
所（
�
０
４
３
９
―
55
―
３

１
０
０
）

　
６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

 

館
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、こ
の
日
に
ち
な
み
、特
設
人

権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
14
日（
月
）午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時

　
場
所
／
市
役
所
４
号
館

　
問
合
せ
／
千
葉
地
方
法
務
局
館

１等300,000円が２本！

　
日
時
／
６
月
20
日（
日
）午
前
10

時
30
分
開
場
、午
前
11
時
開
演

　
場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

　
内
容
／
安
房
地
域
の
バ
ン
ド
に

よ
る
軽
音
楽
の
演
奏

　
入
場
料
金
／
全
席
自
由
500
円

（
消
費
税
込
み
）

　
入
場
券
販
売
所
／
南
総
文
化

ホ
ー
ル
、館
山
観
光
案
内
所
、鴨
川

駅
前
観
光
案
内
所
、宮
沢
書
店
、松

田
屋
楽
器
店
、カ
ミ
ヤ
マ

　
問
合
せ
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル

（
�
22
―
１
８
１
１
）

山
支
局（
�
22
―
０
６
２
０
）

―
３
１
１
３
）

昨年のフェスティバル
ヒラソルのステージ
（南総文化ホール）

商
業
夢
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま

す
。

　
期
間
中
、参
加
加
盟
店
で

は
、千
円
ご
と
に
１
枚『
た
て

や
ま
夢
ジ
ャ
ン
ボ
く
じ（
商
連

宝
く
じ
）』を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。く

じ
の
抽
選
会
は
、７
月
６
日
に

館
山
商
工
会
議
所
に
て
実
施

し
、当
選
番
号
は
７
月
９
日
に

参
加
加
盟
店
店
頭
と
房
日
新

聞
に
て
発
表
し
ま
す
。

　
当
た
り
は
、１
等
30
万
円
が

２
本（
現
金
又
は
プ
ラ
ズ
マ
テ

レ
ビ
を
選
択
で
き
ま
す
）、２

等
１
万
円
が
100
本
、３
等
５
千

円
が
100
本
、４
等
千
円
が
２
千

本
で
総
額
410
万
円
で
す
。

　
母
子
家
庭
に
支
給
さ
れ
る
児
童

扶
養
手
当
や
障
害
の
あ
る
人
な
ど

へ
の
各
種
手
当
月
額
が
、物
価
ス

ラ
イ
ド
制
の
適
用
に
よ
り
、４
月

　
当
選
券
は
、１
等
が
当
選
し
た

場
合
は
、商
店
会
連
合
会
事
務
局

（
館
山
商
工
会
議
所
）に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。２
等
は
参
加
加
盟
店

に
て
現
金
と
引
き
換
え
と
な
り
、

３
、４
等
は
そ
の
ま
ま
金
券
と
し

て
参
加
加
盟
店
で
の
お
買
い
物
に

利
用
で
き
ま
す
。金
券
と
し
て
利

用
で
き
る
期
間
は
７
月
９
日
か
ら

８
月
３
日
ま
で
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
加
盟
店

に
は
、下
げ
ビ
ラ
、チ
ラ
シ
が
店
頭

に
は
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
問
合
せ
／
館
山
市
商
店
会
連
合

会
事
務
局（
館
山
商
工
会
議
所
内

�
22
―
８
３
３
０
）

戦
時
衛
生
勤
務
の
看
護
婦
に

　
　
　
　
　
　
書
状
の
贈
呈

分
か
ら
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
社
会
福
祉
課（
�
22

―
３
４
９
２
）

た
て
や
ま
夢
ジ
ャ
ン
ボ
く
じ

児
童
扶
養
手
当
な
ど
各
種
手
当
て
を
変
更

歯
と
歯
ぐ
き
を
健
康
に

子
ど
も
相
談

特
設
人
権
相
談

ラ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

イ
ン 
ア
ワ

児童扶養手当（全部支給）
児童扶養手当（一部支給）

特別児童扶養手当（1級）
特別児童扶養手当（2級）
障害児福祉手当
特別障害者手当
福祉手当（経過措置分）

　　旧
 42,000円
 41,990円
～9,910円
 51,100円
 34,030円
 14,480円
 26,620円
 14,480円

　  新
41,880円
41,870円
～9,880円
50,900円
33,900円
14,430円
26,520円
14,430円

変更になった各種手当て（月額）

集募

市長杯争奪
館山婦人バレーボール大会

親子フラメンコ教室 特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業

市
民
グ
ル
ー
プ
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援



然の中で生きる楽しさを十七文音俳句で表現しましょ
う。講師は遠藤真砂明先生です。
　日時／７月14日、８月11日、９月８日、10月13日、
　　　11月10日、12月８日、１月19日、２月16日、　
　　３月16日、時間はいずれも午後１時30分～３時
　　　30分
　文 学 講 座
　平安時代の末期に成立した、「今ハ昔」で始まる日本、
中国、インドにまたがる全1,059の説話を取り上げた
日本最大の説話集「今昔物語」の解釈と鑑賞を行いま
す。講師は岡田重雄先生です。
　日時／７月21日、８月17日、９月22日、10月19日、
　　　11月16日、12月21日、１月18日、２月15日、　
　　３月15日　
　時間はいずれも午後１時30分～３時30分

　
市
体
育
指
導
員
連
絡
協
議
会
な

ど
で
は「
自
分
の
体
力
を
知
ろ
う
」

と
反
復
横
と
び
や
上
体
起
こ
し
な

ど
の
種
目
を
行
う
市
民
体
力
・
運

動
能
力
測
定
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
６
月
27
日（
日
）午
前
８

時
30
分
集
合
、午
前
９
時
測
定
開

始　
場
所
／
北
条
小
学
校
体
育
館

　
参
加
資
格
／
小
学
生
以
上
の
市

民
と
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
人
で

健
康
な
人

　
種
目
／
小
学
生
か
ら
64
歳（
握

力
、上
体
起
こ
し
、長
座
体
前
屈
、

反
復
横
と
び
、20
ｍ
シ
ャ
ト
ル
ラ

集募

６７ だん暖たてやま 平成16年６月１日

戦争遺跡講座の日程（中央公民館成人講座）

　市内に現存する戦争遺跡についての講義と現地見
学、戦争経験者の体験談を通して、ふるさと館山の歴史
と平和の尊さを学びます。
　興味ある内容だけの受講もできます。
　日程・内容・定員／表のとおり
　（内容は、天候などにより変更する場合があります。
　応募多数の場合は抽選）
　参加費／無料（傷害保険料などは、自己負担）
　対象／市民・市内に勤務する人
　締切／６月16日(水)
　問合せ・申込み／中央公民館（�23－3111）

　俳 句 講 座
　初心者を対象に、俳句の創作指導をします。館山の自

図書館で、俳句と文学の２つの講座を開催します。
場所／いずれも図書館
定員／俳句講座は20人、文学講座は30人
　　　（応募多数の場合は抽選）
締切／７月３日（日）までに電話で市図書館へ。
問合せ・応募先／市図書館（�22－0701）

戦争遺跡講座
　
水
の
浮
力
な
ど
を
利
用
し
た
運

動
で
、関
節
や
腰
な
ど
に
負
担
を

か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。太

り
ぎ
み
な
人
、関
節
痛
な
ど
の
人

で
も
無
理
な
く
運
動
で
き
ま
す
。

　
日
時
／
７
月
６
日
、８
日
、10

日
、13
日
、15
日
、17
日
、22

日
、24
日
、27
日
、29
日
　
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分
か
ら

午
後
８
時

　
平
砂
浦
観
光
協
議
会
で
は
、千

葉
県
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
連
合
の
主

管
す
る
小
中
学
生
の
ト
ラ
イ
ア
ス

ロ
ン
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
日
時
／
７
月
11
日（
日
）午
前
８

時
か
ら
受
付
、午
前
10
時
競
技
開

始　
場
所
／
館
山
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
内
特
設
コ
ー
ス

　
参
加
資
格
／
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
と

し
て
の
マ
ナ
ー
を
有
し
、フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
す
る
体
力
、気
力
を
有

平
砂
浦
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

　
申
込
み
／
ハ
ガ
キ
に「
市
民
体

力
・
運
動
能
力
測
定
会
希
望
」と

し
、住
所
、氏
名
、年
齢
、性
別
、電

話
番
号
を
記
入
し
、申
込
先
ま
で
。

電
話
で
の
申
し
込
み
も
受
付
け
ま

　自然や人物などの撮影のコツや作品鑑賞、
野外撮影などを行います。
日時・内容／表のとおり
場所／菜の花ホール
講師／岩下久夫氏
定員／20人（応募多数の場合は抽選）
締切／６月15日（火）
問合せ・申込み／午前８時30分から午後5時
15分までに北条地区公民館（�24－1515）

ア
ク
ア
サ
イ
ズ
教
室

　
場
所
／
市
営
温
水
プ
ー
ル（
館

山
市
湊
）

　
対
象
／
市
民
で
18
歳
以
上
の
健

康
に
自
信
の
あ
る
初
心
者

　
定
員
／
20
名（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

　
参
加
料
／
500
円（
保
険
代
）

　
持
ち
物
／
水
着
、ス
イ
ミ
ン
グ

キ
ャ
ッ
プ

　
申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
　

「
ア
ク
ア
サ
イ
ズ
教
室
参
加
希
望
」

と
し
、住
所
・
氏
名
・
年
令
・
性
別
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
込
先
ま

で
。

　
締
切
／
６
月
25
日（
金
）必
着

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22
―

３
６
９
６
）

す
。

　
問
合
せ
・
申
込
先
／
〒
294
―
８

６
０
１
　
ス
ポ
ー
ツ
課（
�
22
―

３
６
９
６
）

す
る
小
中
学
生

　
競
技
内
容
／
ス
イ
ム
、バ
イ
ク

（
自
転
車
）、ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け

て
実
施

　
小
学
校
１
・
２
年
の
部
＝
ス
イ

ム 

50
ｍ
＋
バ
イ
ク
４
㎞
＋
ラ
ン

ニ
ン
グ
１
㎞

　
小
学
校
３
・
４
年
の
部
＝
ス
イ

ム
100
ｍ
、バ
イ
ク
４
㎞
、ラ
ン
ニ
ン

グ
１
・
５
㎞

　
小
学
校
５
・
６
年
の
部
、中
学
生

の
部
＝
ス
イ
ム
200
ｍ
、バ
イ
ク
４

㎞
、ラ
ン
ニ
ン
グ
２
㎞

　
定
員
／
200
人

　
参
加
費
／
各
部
と
も
３
千
円

　
事
前
セ
ミ
ナ
ー
／
前
日
の
10
日

午
後
１
時
か
ら
無
料
の
ト
ラ
イ
ア

ス
ロ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
申
込
方
法
／
市
観
光
課
に
あ
る

所
定
の
参
加
申
込
書
と
誓
約
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、申
込
先

ま
で
。（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
申

込
可
）

　
締
切
／
６
月
30
日（
水
）消
印
有

効　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
263
―
０

０
５
１
　
千
葉
市
稲
毛
区
園
生
町

457
―
11
メ
ゾ
ン
穴
川
２
番
館
６
号

室
京
葉
Ｉ
Ｓ
Ｃ
内
　
千
葉
県
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
連
合（
�
043
―
287
―

７
７
１
７
）

ン
、立
ち
幅
跳
び
）、65
歳
以
上（
握

力
、上
体
起
こ
し
、長
座
体
前
屈
、

開
眼
片
足
立
ち
、10
ｍ
障
害
物
歩

行
）

　
参
加
費
／
１
人
100
円（
当
日
徴

収
）

　
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、飲
み
物
、

汗
拭
き
タ
オ
ル
、着
替
え

初歩の写真撮影教室

市
民
体
力
・
運
動
能
力
測
定
会

9:00～15:00
9:00～15:00
9:00～12:00
9:00～15:00
9:00～15:00
9:00～12:00

野外撮影
野外撮影
講義
野外撮影
野外撮影
講義

日　　　　時 内　容

  6月28日（月）
  7月28日（水）
  9月22日（水）
11月24日（水）
12月22日（水）
  1月26日（水）

掩体壕

自
分
の
体
力
年
齢
を
知
ろ
う

俳句と
 文学の講座

日　時

６月2 2日（火）
  9:00～11:30

７月  1日（木）
13:00～16:00

７月  3日（土）
  9:00～12:00

７月2 0日（火）
13:00～16:00

７月3 1日（土）
10:00～15:00

８月1 4日（土）
10:00～11:30

対　象

一般

一般

高齢者

一般

親子
（小学生）

この講座
に参加し
た人

定員

45人

40人

50人

40人

10組

講師・内容
對馬郁夫氏（館山市文化財審議会会長）
① 講義「館山海軍航空隊における甲種予科練としての体験」
② 現地学習：館山海軍航空隊遺跡群
原剛(たけし)氏（防衛研究所戦史部調査員）
① 講義（仮題）「要塞からみた国土の防衛～幕末の台場から
　　　　　　　　明治･大正･昭和の要塞まで」
② 現地学習：洲崎第2砲台跡・洲崎弾薬支庫跡　
愛沢伸雄氏（ＮＰＯ南房総文化財・戦跡保存活用フォーラム代表）
① 講義（仮題）「戦争遺跡を活用する地域づくりの取り組み」
② 現地学習：館山海軍航空隊赤山地下壕跡・館山海軍航空隊
　　　　　　宮城掩体壕
天野努氏（千葉県立安房博物館館長）
① 講義（仮題）「近代遺跡の調査と戦争遺跡」
② 現地見学：館山海軍砲術学校関連遺跡群
杉江敬（市教育委員会生涯学習課文化係長）
① 現地見学：「歩きながら考えよう-戦争遺跡」
座談会：「地域の歴史遺産－戦争遺跡」
コーディネーター：小宮義夫氏
　　　　　　　　（ふるさと百科たてやま大事典製作委員長）
① 戦争経験者による体験談
② 戦争遺跡について考えるフリートーキング

場　　所

豊津ホール

コミュニティセンター

豊津ホール

コミュニティセンター

コミュニティセンター
集合　

コミュニティセンター
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